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バテンの花が咲きました。　～ メード in 高田 の甘味処 あわゆき亭～　　
10月9日に東本町１丁目、麻屋高野にて一日限定のあわゆき亭を営業しました。第８回目のテーマは、
上越で100年以上の歴史を誇るバテンレースです。

新入組員紹介 長谷川　崇（はせがわ　たかし）
①出身地
　新潟県阿賀町
②趣味・特技
　駄洒落
③座右の銘
　とりあえず
④あわゆき組に入ったきっかけ
　自分の住むまちを舞台に、活き活
　きと活動をおこなっているあわゆ
　き組に興味を持ったから。
⑤一言
　一生懸命、楽しみます。宜しくお
　願いします。

バテンレースづくり

made maid

▲写真　バテンレース製作中 ▲写真　バテンレースのメードさんとかわいい看板

レース編み中のカチューシャ 男性メンバーも

　今年のあわゆき亭のテーマは上越で100年の歴史を持つバ
テンレースでした。花ロードへの参加作品はバテンレース
のエプロンとカチューシャを身に付けたメードさん（甘味
処の看板も）。題して「あわゆきバテンの花〜AWK35〜」。
　そこで、中川先生の指導のもとバテンレース制作会を行
いました。写真の様に最初は台紙に仮止めを行い全体の形
を決め、その後にレースを編んでいきます。教え合いなが
らなので初めての人でも出来ました。
　同じ台紙から作るレースでも、作る人によって微妙に違
いが出てきます。手仕事の味を見直す良い機会となりまし
た。

あわゆき亭　10月9日,高野麻屋にて

【あわゆき亭のお礼】
　今年の多くの方からお越し頂き、ありがとうございまし
た。今年のメニューは、ぜんざい（少しあっさり）、ブル
ーベリーケーキ、チョコパウンドケーキ、カレーパン、コ
ーヒーでした。それぞれ召し上がって頂きながら、午後に

はお店の瞽女さんの門付の再現が行われました。最近は1日
限定の甘味処なのですが、このような光景が毎日続いたら
と思います。また来年お待ちしています。（写真①、②）
【縁の下の力持ち/町家の裏の力餅】
　あわゆき亭のぜんざいのお餅は、お店の裏にて七輪で焼
いています。焼き上がりのタイミングをつかむのに少し時
間がかかります。よく伸びる餅にすべく一日専属で頑張り
ました！！（写真③）

写真①
お店の様子

写真②
瞽女さんの門付

写真③
裏で餅焼き


